
 

 
 

 本年は市内全域でせん孔細菌病の発生が確認されており、次年度への越冬菌密度も高くなる恐れがあります。９月上

中旬から越冬菌が感染する時期となりますので、ボルドー液の散布は必ず実施しましょう。なお、極晩生種は収穫終了後

に 2回散布してください。 

 

【せん孔細菌病対策 ボルドー液 散布日目安】  ＊発生園は、必ず散布しましょう。 

 ９月上中旬～１０月上旬に３回。 散布間隔は１４日以内を厳守してください。 

散布時期 

散布品種 
第 1回 ボルドー散布 第 2回 ボルドー散布 第 3回 ボルドー散布 

早生種～中生種、 

晩生種(川白、黄金桃など) 
９月１０日頃 ９月２０日～２４日頃 １０月３～８日頃 

極晩生種(白根白桃など) 収穫終了後、直ちに 
第１回散布から 

１０～１４日後頃 
 

 

○隣接する園地（ぶどうやりんご、除袋後の桃など）に薬液が飛散しないよう十分注意する。 

もも   ◎収穫終了後の散布（１回目のみスミチオン乳剤を混用する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

ネクタリン  ◎収穫終了後の散布（１回目のみダイアジノン水和剤 34を混用する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                     

裏面もご覧ください 

 

Ｎｏ.11  Ｈ26．8.29 

Ｊ Ａ 中 野 市 営 農 セ ン タ － 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

散布時期：９月上中旬～（収穫終了後） 

散布薬剤：     水              １００㍑ 

     4-12式ボルドー液   生石灰 １２００ｇ 

                   硫酸銅   ４００ｇ 

     スミチオン乳剤（3日前、6回）   １００ml 

     ＫＫステッカー（固着性展着剤）    ３３ml 

＊KKステッカーは調合液をよく撹拌させながら最後に加用する。 

＊KKステッカーに代えて、アビオン Eの 1000倍でもよい。 

対象病害虫：せん孔細菌病、モモハモグリガ、ナシヒメシンクイ 

      ハマキムシ類、カメムシ類 

散 布 量：１０ａ当り ６００㍑ 

【注意事項】 

①台風等で強風・降雨が予想される場合は、風雨

前の予防散布を徹底する。 

 

②4-12式ボルドー液に代えて、ｉｃボルドー４１

２の 30倍(水 100㍑に 3.3kg)を使用しても良い。 

 

③コスカシバの発生園は、落葉後に○劇ラビキラー

乳剤 200倍（休眠期・1回）を樹幹および主枝へ

ていねいに散布する。 

散布時期：９月上中旬～（収穫終了後） 

散布薬剤：    水               １００㍑ 

     ｉｃボルドー412               ３.３kg 

    ○劇ダイアジノン水和剤 34 （21日前、3回）１００ｇ 

     ＫＫステッカー（固着性展着剤）     ３３ml 

＊KKステッカーは調合液をよく撹拌させながら最後に加用する。 

＊KKステッカーに代えて、アビオン Eの 1000倍でもよい。 
 
対象病害虫：せん孔細菌病、シンクイムシ類、ハマキムシ類 

      クワコナカイガラムシ若齢幼虫 

散 布 量：１０ａ当り ６００㍑ 

【注意事項】 

①台風等で強風・降雨が予想される場合は、風雨

前の予防散布を徹底する。 

 

②コスカシバの発生園は、落葉後にガットキラー

乳剤 100倍（休眠期・3回）又はトラサイドＡ乳

剤 200倍（収穫後～発芽前、3回）を樹幹および

主枝へ、ていねいに散布する。 

散布日 月 日 

散布量   ㍑ 

散布日 月 日 

散布量   ㍑ 



 
 
１．除袋について 

 ＊熟度の進み具合に注意し早めの着色管理を実施しましょう。 

 ＊曇雨天が続くと、成熟は早まる傾向があります。白根白桃の除袋は、間に合い次第実施してください。 

品 種 除袋時期 
除袋日 目安 

南部 北部 

選抜白根白桃 収穫 13～15日前 間に合い次第 実施 間に合い次第 実施 

ゴールデンピーチ 収穫 13～15日前 9/4頃までに 9/8頃までに 

 

 

２．新梢管理について 

樹冠内部や主枝・亜主枝の背面から発生した旺盛な徒長枝は、成葉４～５枚残して摘芯する。 

樹勢が弱い樹は過度に摘芯するとさらに樹勢低下を招くので、できるだけ新梢は切らない。 

 

 

３.反射マルチの利用 

反射マルチは、白色マルチ（タイベック・パールライトＳ）を活用しましょう！ 

★大部分の果実は下を向いています。樹下から太陽光線をあて着色向上を！！ 

白色マルチ「タイベック」「パールライトＳ」を使用すると、成熟の極端な進みを回避できます。 

また、曇天が続く時期でも着色向上対策として有効ですので、積極的にご活用ください。 

 【使用時期】・着色のしやすい品種＝収穫５～７日前  ・着色しにくい品種＝収穫始めの 10～14日前 
 
 
 
 
４．当面の管理 

 

（1）果実肥大が進んできており、枝折れが心配されます。支柱立ての見直しを行ないましょう。 
 

（2）秋季せん定 

間伐・縮抜・太枝抜きの実施 

秋季せん定は、樹体枯死の要因となる場合があるため、強せん定にならないよう注意する。 

 ⇒ 切る枝量は、秋冬季せん定全体の２割以内に留める 

 
 

（3）収穫後の礼肥 

 天然ボカシ肥 ５袋(７５kg)またはケイフン７袋（１０５kg） 

（天然ボカシ肥成分：Ｎ-2.2 Ｐ-3.7 Ｋ-2.2 他） （発酵ケイフン成分：Ｎ-2.1 Ｐ-4.2 Ｋ-2.1 他） 

 
 

（4）9月下旬：肥料の施用 

｢ニュー果じゅっこ｣１～３袋、または｢もも有機 70｣２～４袋 

 

 

農薬（毒物・劇物）をお買い求めの際は、印鑑をご持参ください。 


